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第 1問　円筒対称な電荷分布が作る電場と電位 z軸を軸とし、軸方向の長さが無限大、断面の内径 a外径 bの
円筒領域内に電荷が一様に分布している。単位体積当たりの電荷を σとする。空間の地点 Pにおける電
場の大きさと向きを以下求める。真空の誘電率を ϵ0とおく。
Pから z軸に下ろした垂線の足をP0とし、

−−→P0P = ρ⃗とおく。ρ = |ρ⃗|, ρ̂ = ρ⃗/ρとする。対称性より電場を

E⃗(P) = E(ρ)ρ̂ (1)

とおく。E(ρ)は ρだけの関数である。

1. E(ρ)を a, b, ϵ0と ρのうち必要なものを用いて表わせ。

2. 電場が (1)のようにおける理由を Coulombの法則を用いて示せ。

3. 電位 ϕも ρだけの関数であることを示せ。

4. ϕ(ρ) − ϕ(a)を a, b, ϵ0と ρのうち必要なものを用いて表わせ。

第 2問　無限平面上に一様に分布する電荷が作る電場 z = 0面上に単位面積あたり σの電荷が一様に分布し
ているものとする。

1. z > 0においても z < 0においても電場は z成分しか持たないことをCoulombの法則を用いて示せ。

2. 前問（第 2問 1.）の結果とGaussの法則を用いて空間の各点における電場を求めよ。

第 3問　アンケート 講義の進め方についての要望、感想があれば書いてください。


